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『マソヌイの子マース』対訳

蜂谷昭雄

解題

中世以来ウェイルズに伝えられて来た重要な文学遺産である『マビノギオン』

が,近寄り難い中世ウェイルズ語からゲスト夫人によって英語に移植されたの

も,やっと1849年のことであり,『マビノギオン』という名前が生まれたのも

その時のことである。その後ロートの有名な仏訳(1889;1913)を初め,特に

今世紀も第2次大戦後,エヴリマン叢書でゲスト夫人の訳にとって代った標準

訳ともいうべきグィン・ジョーンズ,トマス・ジョーンズの共訳(1948),ペ

ンギン古典叢書に収められたくだけた英訳のジェフリ・ガンツ訳(1976),ま

た『マビノギその他の中世ウェイルズ物語』というはなはだ街学的な題名によ

るパトリック・K・フォード訳(1977)が相ついで出た。

しかしわが国ではわずかにブルフインチの『中世騎士物語』(岩波文庫1942

年,角川文庫1974年)の中にゲスト夫人訳をタネにした『マビノギオン』の再

話,要約が紹介されただけであろう。しかもブルフィンチは少年少女を対象に

再話しているので,ここに中世ウェイルズ語の校本とともに訳出した集中の傑

作『マソヌイの子マース8』は内容上の都合か,全く省かれている。しかしロ

イド・アレグザンダーの長篇『プリデイン物語』(rゐgβ00点0′rゐ柁g,1964-

68)の舞台はマースとグイディオンの国そのものであり,アラン・ガーナーの

『ふくろう模様の皿』(7磁0秒J∫erひZce,1967)にしても,この物語を知らず
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には理解出来ぬこと,いうまでもない。またネズビットの『砂の妖精』(ダiUg

C磁柑γg乃α乃dff,1902)で,一日しかもたない魔法や,敵に包囲された城のイ

ルージョンなどのヒントをここから得たのかも知れない。さらに詩人ロバート

・グレイヴズもその『白き女神』(1948)で「詩的神話の歴史的文法」の観点

から,格別の関心を示している。

さていわゆる『マビノギオン』は主に,LlyfrCochHergest(ヘルゲストの

赤本)とLlyfrGwynRhydderch(ラゼルフの白木)と呼ばれる二つの古写本

によって伝えられている。前者は後者に欠けている部分をも含んでいてより完

全であり,ゲスト夫人もロートもそれを底本として訳しているが,年代的には

より新しく,1400年前後のものと見られ,今日ではより原形に近いと思われる

『白木』(1300-25年の写本)に依拠するのが普通である。(欠落部分を「赤本」

等によって補ったdiplomaticeditionがJ.GwenogvrynEvansによって1907

年に刊行され,今日入手出来る。)更に古いものには1225年頃のものと見られ

る「ペニアルス写本6」と分類される写本断簡があるが,これは一部分にすぎ

ない。しかし「ペニアルス6」から「赤本」まで,テキストは殆ど動かなかっ

たことが分かる。そしてこの物語集が書き下ろされたのは,何世紀かの口承の

後,11世紀に至ってであろうと推定されている。(口承の期間には当然かなり

変化しつづけたであろうことはキリスト教文化の侵入による変形,またそれと

異教文化の名残りとの問の矛盾相克などにうかがえる。)

最後に「マビノギオン」という語自体の説明をしておかねばならない。The

Mabinogion,LesMabinogionという形から推察するとそれは普通名詞の複

数形のようである。しかしそのような複数形がかつて存したかどうかは疑わし

い。ゲスト夫人のこの命名の元になったのは第一第「ブイル」の最後(「白木」

COl.38)の行である。
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lydan,uabcassnarwledicodyledogyon

yrynyshon.Acyuellyyteruynay

gelnChonymaormabnnqgyon.

それ以外はすべて単数形のmabinogiとして現われるので,この個所も直前

(2行上)のdyleゐgy0乃(貴族たち)という複数語尾の記憶が筆耕者の筆をす

べらせてmabynnogyonと書かせたというのが大方の意見である。

それにしても一mabinogi,とはどういう意味か。mab(息子,少年)の派生語

であることは明らかだが,その先は諸説紛々である。一番単純なのは「少年向

きの物語」,一番まゆつばものは「詩人見習(mabinog)のための教科書」である

が,mabinogという語さえ架空のものであって,例のIoloMSS.以外には現

われない。このヨロとはいく多の偽作で有名なIoloMorganwgことEdward

Williamsという18世紀の一種の天才文学者である。18世紀のロマン的天才は

狂気でなければ中世の偽造に逃げこまねばならなかったとは興味を引く現象で

ある。チャクートン,マクファーソン,ヘンリー・アイアランド,そしてわが

ヨロ・モルガヌグ。

以下述べるのはまともな説である。本来の4篇のマビノギ(PedeirKeincy

Mabinogi=TheFourBranchesoftheMabinogi)を通じて扱われているのはブイ

ルの子プラデリの誕生から死に至る一生涯の事件であるが,主人公の幼時を扱

った物語enfance(infantia)の名のままで一生の伝記に拡大されたのであると

いう。(もっとも現在伝わるマビノギだと第2篇「プランウェン」ではプラデリ

は目立った動きをせず,第4篇では殺されるためにだけ登場するみたいなもの

であって,むしろライ・ラウ・ガフェスのマビノギと呼ぶべきである。)そう

いえばアーサー王の誕生どころか懐胎から始まってその死に至る一生をマロリ

ー(ないしキャクストン)は『アーサー王の死』(エβ肋rfgかαr摘以r)と題した

のだから,一生の伝記を「幼時伝」と呼んでも悪くはないが,もひとつ説得カ
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に欠ける。面白いのはロイド・ジョーンズの説でアイルランドの主神ダグザ

(Daghdha)の子オイpングスの別名であるアイルランド語のMacind6C

が,maCはmabと訳され,あとは音訳してmab-in-Ogとなったという。

この説の欠点は,どこにもオイーングスが登場せぬことであり,アイヴァー・

ウィリアムズもそのゆえをもって「巧妙なこの説明」(yresboniadcywrain

hwn)に反対している。しかしこの説には,案外正当性があるのかも知れない。

ところでフォードがその訳書の緒論で触れているところによるとェリック・

P・ノ、ンプが1975年にmabinogiなる呼称をMaponos神と結びつける説を

発表したという。そこから察するに,「いかにしてキルフーフがオルウェンを

手に入れたか」(`MalycavasKulhwchOIwen')に名前の出て来るモドロン

の子マボン(MabonuabModron)とは他でもないMatrona(偉大な母)の

子Maponos(偉大な子)の意味であり,これらはケルト民族に崇拝された神

神であるが,この,生まれて3日目に神隠しされるマボンはすなわちプラデリ

(Pryderi),その母リアンノン(Rhiannon,すなわちRigantona「偉大な女

王」)とはマトローナの別名である。従ってmabinogiとはMabon-0giの転

化ということになろうが,0からiへの音韻変化をどのようにハンプが証明し

たのかは想像するしかない。

ここで両説がどこかでつながらないものかと考えてみる。まずPryderi=

Mabonと見ると,その母RhiannonとはEpona(偉大な馬の女神),(cf.ラ

テン語equus,ギリシャ語Zh汀09)として現われたMatrona(偉大な母神)である。

そしてその父をPwyllとするのは神話以後の発展であって,本来の父はその

子の発見者なるTeyrnOn(=Tigernonos)すなわち「偉大なる王」(ブリテン

王Vortigernを参照)と称される神であった。一方アイルランド神話でダグザ

(善神)の子オイーングス(Oenghus,Aonghus,英語名Angus)の別名マッ

ク・インジ・オーグ(Macind6C)とは一応`SontheYoung'を意味するb。

-5-



イエスが自らを「人の子」(theSonofMan)と称したのを思い合わさせるが.

`SontheYoung'と`theGreatSon'(Mabon)との間には何か神話上の直接

あるいは類比的相互関係がありそうに思われる。果してマッカーナ(Proinsias

MacCana)の『ケルト神話』(1970)でははっきり両者を同一視している。し

かもMacind6Cという形は非文法的であるので,元の称号Macconに6C

(若き)がついたのが転化した形とも想像されている。Maccon(偉大な子)

ならmacの拡大形で,まさしくMabonに対応する。そしてそれがMacind

に転じたということは0からiへの音韻変化の可能性が絶無でなく,まさに

適切な類例の存在することを示すものである。ついでに言えば,Mabonに対

する母神Matronaがアイルランド神話でははっきりした姿で現われないがC,

Matronaがフランスでマルヌ川(Marne)にその名を与えたように,オイーン

グスの母ボアンヌ(Boann)もアイルランドのボイン川(Boyne)にその名

を残したのは両者に何らかの共通点があったことを思わせる。しかし「馬の女

神」ではなくて,B0-Onaなら「牛の女神」らしく見える。そしてダグザの別
アハ

名EochaidOllathair(すべての父アヒ)は,逆に馬(each)の神としての面

を示している。

以上入手出来た資料が限られ,必須と思われるグリフィズの肋兢びα古

材の短冊母(1928)も,プロミッチのTrわgddy乃γSP相か乃(1961)も参照す

るを得なかった。テキストはサー・アイヴァー・ウィリアムズのウェイルズ語

による詳注版PedeirKeincy肋binogi(1951)により,「日本」のdiplomatic

textと照合した上,数箇所訂正を施したが,それについては注において根拠

を記しておいた。

注

aマースの父の名マソヌイは,逆にマースから出ているようであって,その素姓は不

一6-



Fマソヌイの子マースj対訳

明である。アイルランドの「レンスタr書」にはMathmacUmdir(ウモールの子

マハ)の名が現われるが,これをェヴァンズ・ウェンツはウモールの子で魔術師のオ

イーングス(ダグザの子オイーングスとは同一神の分身と見る)と同一視して,ケル

ト神話のゼウスとしての地位を与えている。

b「オイ～ングスの夢」(Aislil智eOel智uSSO)ではMacOag(若き息子)とあり,そ
′

のすぐ後ではBruighMaicindOaig(マッキンジョーアギの砦)と属格で現われる

ので,indという属格形も本来のものなのかどうか分らない。その他の「黒牛の書」

(Lebornah-Uidre)での例もtechMaicindOc,maigMaicindOcのように属

格ばかりのようである。

CRhiannonに最も意味の近い名をアイルランド神話に求めるならば,ムアリーガン

(Mdr-righarl(偉大な女王)であるが,これは戦争と憎しみの女神としての恐ろしい

姿に化してしまっている。アーサr王の妹で魔女のモルガン(MorganleFay)の原

型と見られており,またアラン・ガーナーの『プリジンガメンの魔法の石』に現われ

る魔女モリガン(theMorrigan)もこれから来る。さてムアリーガンはある古詩で

は,レンスターの王子コニンギを溺死させたとも「小舟の中のコニンギに向って彼

女の白いたてがみ(荒波)を振り乱し」,「憎々しい笑い声」を発するが,このイメー

ジはリアンノンと同じ馬の女神の性格とどこかでつながっているのであろうか。(事

実馬の女神マハ(Macha)も3人のムアリーガンのひとりとされることがある。)ポセ

イドンの例に見られるように,馬の神は本来海の神であった。するとリア王(Lear

=Lirで本来海の神)の娘リーガン(Regan=Riogharl)にもムアリーガン的性格が

見られるのは,古い神話的な層が露出したものか。

ー7-



MATⅡUABMATHONWY

MATHuabMathonwyoedarglwydarWynedl,aPryderiuabPwyll

OedarglwydaruncantrefzarugeintynyDeheu3.Sefoedyreihynny,

SeithcantrefDyuet,aSeithMorgannhwc,aphedwarKyredigyawn,a

thriYstratTywi.AcynyroeshonnoMathuabMathonwynybydei

uyw,namyntraueiydeudroetymIyccrothmorwyn4,0nytkynwryfryuel

a'yllesteirei.Sefoedynuorwyngytacef,Goewin5uerchPebinoDoI

PebinynAruon.Ahonnoteccafmorwynoedynyhoeso'rawydityno.

AcynteuygKaerDathylynAruonydoedywasta〔82〕trwyd.Acrly

云Ileigylchuywlat,namynGiluathwy6uabDon,〔aGwydyon〕uabDon,y

nyeintueibonychwaer,a'rteulugytacwy〔aaei〕ygylchuywlat

drostaw.

A'ruorwynoedgytaMathynwastat;aCynteuGiluaethwyuabDon

adodesyurytaryuorwyn,a'ycharuhytnawydatbethawnayymdanei・

Acnachafyliwa'yweda'yansawdynatueilawo'ycharyat,hytnatoed

hawdyadnabot.

SefawnaethGuydyonyurawd,Synnyeitdydgweitharnawyngraf.

"Awas,"hebef,"paderywytti?""Paham?"hebynteu.=Bethawely

diarnafi?""Gwelafarnat,"hebef,"COllidybryta'thliw,aPhaderyw

yti?""Arglwydurawt,Hhebef,yrhynnaderywyminyfrwythaymiy

adefyneb.""Bethywhynny,erleit?"hebef."Tiawdost,"hebynteu,

HkynedyfMathuabMathonwy;bahustyngbynnac,yryuyChanet,0'ra

uoyrwngdynnyon,Orykyuarfoyguyntacef,efa'yguybyd.""Ie,"
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マソヌイの子マース

マソヌイの子マースはグイネズ1の領主であり,ブイルの子プラデリは南部2

二十一郡3の領主であった。すなわちダヴェドの七郡,モルガノダの七郡,ケ

レディギオンの四郡,アストラッド・タウイの三郡これである。そしてその頃

マソヌイの子マースはいくさの騒ぎが妨げない限り,処女のひざに4両足を置

いていなければ生きておれなかった。すなわち彼とともにあった処女はアルヴ

ォンのドール・ベビンのペビンの娘ゴェウイン5であった。そして彼女はその

時代そこで知られたうちで最も美しい処女であった。また彼の平素の居城はア

ルヴォンのカイル・ダスルにあった。そして彼自身は領国を巡視することが出

来ず,彼の名代として国を巡視したのは,二人の甥ドーンの子ギルヴァイスイ6

及びドーンの子グイディオンという彼の妹の息子らであった。

そして処女は常にマースとともにいた。ところでドーンの子ギルヴァイスイ

はその処女に想いを寄せ,彼女ゆえになすすべを知らぬまでに彼女を愛した。

そして,見よ,彼の血色と顔かたちと姿は彼女の愛ゆえに衰えて,彼と認める

ことも難しいまでになった。

すなわち彼の兄グイディオンはある日,彼の顔にまじまじと見入った。「若

者よ,何事が起こったのか」と彼は言った。「どうして」と彼は言った。「私に

何か見えるのですか。」「お前には顔かたちと血色が失われているのが見える。

だから,何事が起こったのだ。」「兄君」と彼は言った。「私の身に起こった事

は誰に明かしても私のためになりません。」「それは何かね,友よ」と彼は言っ

た。「あなたは御存じです」と彼は言った。「マソヌイの子マースの能力を。人

と人との間に交わされるどんなひそひそ話でも,いくら小声であろうと一旦風
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hebyGuydyon,"taWdibellach.Miawnndyuedwldi;CaruGoewin

ydwytti."Sefawnaethynteuyna,panWybuefadnaboto'yurawty

uedwl,dodiucheneitdromhafynybyt."Taw,eneit,a'thucheneidaw,"

hebef,"nytOhynnyygoruydir.Minheuabaraf,"hebef,"Canyellir

hebhynny,dygyuoriGwymed〔83〕aPhowysaDeheubarthygeissawy

uorwyn;abydlawendi,amia'yparafyt."

AcarhynnyatUathuabMathonWyydaethantwy."Arglwyd,"heb

yGuydyon,"miagigleudyuoty'rDeheuyrywbryuetnidoethy'rynys

honneiroet.''``Pwyeuhenwwy?"hebef."Hobeu,Arglwyd.""Pa

rywaniueileitywyreihynny?""Aniueileitbychein,guelleukicno

Chiceidon.Bycheinyntwynteu;aCymaentynSymudawenweu.Moch

ygelwirweithon.""Pwybiewyntwy?""PryderiuabPwyll,ydanuonet

idawoAnnwn7yganArawnUrenhinAnnwn."(Acetwaydysyncadw

O'renwhwnnwhannerhuJCh,hannerhob8).

``Ie,"hebynteu,"bafurufykeffirwyygantawef?""Miaafar

uyndeudecuet,ynrithbeird,Arglwyd,yerChiymoch.""Efaryeill

ychnecau,"hebynteu."Nitdrwcuyntrawscwydi,Arglwyd,"hebef.

"Nydoafihebymoch."HEnllawen,"hebynteu,"kerdaragot."

Efaaeth,aGiluathwy,adeguyrgytacwynt,hytygheredigyawn,

ynylleaelwirRudlanTeiuiyrawrhon;ydoedllysymOyPryderi;aC

ynrithbeirdydoethantymywn.Llawenuuantwrthunt.Arnei11aw

PryderiygossodetGuydyonynoshonno.HIe,"hebyPryderi,Hdayw

〔84〕genhymnicahelkyuarwydytganreio'rgwreincracco.''"Moes

ywgenhymni,Arglwyd,"hebyGuydyon,"ynOSgyntafydelheratwr
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に乗ると,彼に知られてしまうのです。」・「よし。もう言うな」と彼は言った。

「お前の思いは分った。:お前はゴェウインを愛しているのだ。」そこで彼は兄

に思いを知られたのを見て,世にも重いため息をついた。「ため息をつくのは

よせ」と彼は言った。「そんな事で目的は達せられぬ。他にしょうがないのだ

から,その処女を手に入れるためには,一つ私がグイネズとボウイスとデハイ

パルスに兵を興させよう。だから元気を出せ。私がお前のためにさせるのだ。」

そこで彼らはマソヌイの子マースの所へ行った。「殿」とグイディオンが言

った。「私の聞き及びましたところでは,未だこの島に来たことのない種類の

けものが南部へ来たということです。」「それは何という名のものか」と彼。
いのこ

「家です,殿。」「それはどういう種類のけものだ。」「小さなけもので,年の内

よりもうまいのです。小さくはありますが。そして名前をよく変えるのです。

今では豚と呼ばれています。」「それは誰のものだ。」「ブイルの子プラデリのも

ので,アンヌヴン7の国から,アンヌヴンの王アラウンにより彼のもとへ送ら

れて来たのです。」(そして今でもこの名前はバンネル・フーフ,バンネル・ホ

ープ8に残っている。)

「なるほど」と彼は言った。「どんな風に彼から手に入れるのかな。」「殿,私

が吟遊詩人に変装した十二人の一人となって豚を求めに行きます。」「断られる

かも知れないぞ。」「私の策はまずくはありません,殿よ」と彼は言った。「豚

なくしては戻りません。」「よろしい」と彼。「行くがよい。」

彼とギルヴァイスイは十人を従えてケレディギオンの,今日ではリズラン・

タイヴィと呼ばれる所まで行った。そこにはプラデリの宮廷があった。そして

彼らは吟遊詩人に身をやつしてはいって行った。彼らは喜ばれて,グイディオ

ンはその晩,プラデリの隣りに坐らされた。「そうだ」とプラデリは言った。

「そこなる若者たちの誰かから物語を聞きたいものだ。」「殿,私たちの習わし

では」とグイディオンが言った。「高貴の方の前に出た最初の夜は筆頭の詩人
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Fマソヌイの子マース」対訳

から語り出すことになっております。私が喜んでお話しいたしましょう。」

さてグイディオンは世にもすぐれた語り手であった。そしてその夜は愉しい

話や物語で宮廷を娯しませたので,宮廷の皆から気に入られ,プラデリにとっ

ては彼と話すのが楽しかった。

さてその終りに,「殿」と彼は言った。「私自身よりも誰か他の者が私の用向

きをあなたに申した方がよろしいでしょうか。」「いや」と彼は言った。「お前

の弁舌は中々立派だ。」「では殿,私の用向きとはアンヌヴンからあなたに送ら

れて来た家畜についてお願いすることです。」「なるほど」と彼は言った。「も

しも私と国民との間にそれらについての契約がなかったら,世にもたやすいこ

とであろうよ。というのは,それらが国土に倍に繁殖するまでは私のもとから

行かせぬということなのだ。」「殿」と彼は言った。「私ならその約束からあな

たを自由にすることが出来ます。すなわちこうすればよいのです。今夜は私に

豚を下さいますな。またそれを拒みもなさいますな。あす私がそれとの交換物

をお示ししましょう。」

その夜彼と仲間とは相談のため宿舎へ行った。「皆の者」と彼は言った。「豚

は頼んだだけでは手にはいらぬ。」「そうです」と彼ら。「それらを手に入れる

いかなる策があるでしょう。」「私が手に入れさせる」とグイディオンは言っ

た。それから彼は秘術にかかると,魔法を見せ始め,十二頭の駿馬,そのどれ

も黒くて,胸白の,十二の首輪と十二の革紐をつけた十二匹のグレイハウンド

を魔法で作り出したが,それらを見たものは誰も黄金でないとは知らなかった。

そして馬には十二の鞍をおき,鉄が使ってあるはずの所は,すっかり金であっ

た。馬勤もそれらと同じ造りであった。

彼はそれらの馬と犬を連れてプラデリのもとへ行った。「和気嫌よろしう,

殿」と彼は言った。「神さまのお恵みがそなたにあるように」と彼。「ようこそ

参った。」「殿」と彼。「昨晩豚に関して,与えもせぬ,売りもせぬとおっしゃ
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『マソヌイの子マース』対訳

ったそのお言葉に対する抜け道はこれです。あなたはよりよい物と交換なさる

ことが出来るのです。私はこのように装備した馬十二頑と鞍と馬勒と,十二匹

のグレイハウンドとどらんの通りの首輪と皮紐,そしてあちらにどらんになっ

ている十二の金の盾とを差上げます。(この盾というのは彼が毒茸から造った

のだった。)「なるほど」と彼は言った。「相談をいたすとしよう。」すなわち彼

らは相談の上,豚をゲイディオンに与え,馬と犬と盾を彼から受取ることにし

た。

さてそこで彼らは別れを告げて,豚を引連れて進み始めた。「皆の者」とグ

イディオンは言った。「われわれは急ぎ立ち去らねばならぬ。魔法は今日から

あすにかけてしかもたない。」それでその晩はケレディギオンの高地にまで進

んだが,そこは今日でもそのためにモーホトレヴ(豚の里)と呼ばれる。そして

翌朝彼らは旅を続け,エレニドを越えた。そしてその夜はケリとアルワストリ

の間の,それゆえにこれまたモーホトレヴと呼ばれる里に留まった。そしてそ

こから更に進んで,ボウイスの郷まで達したが,そこはその意味からやはりモ

ーホナント(豚の小川)と呼ばれている。そしてそこにその夜は滞在した。そ

してそこからロースの郡に進み,そこで今なおモーホトレヴと呼ばれる里の中

にその夜は留まった。

「皆の者」とグイディオンは言った。「これらの家畜を連れてグイネズの砦

に赴こう。われわれを追って軍が結集しているのだ。」すなわちアルレフウェ
クライ

ズの最も高所の村に達し,そこで豚のための小屋を設けた。そしてそれゆえに

その村はクライウリオンと名付けられた。それから,隊の小屋を造ってのちマ

ソヌイの子マースのもとカイル・ダスルに達した。

そして彼らがそこに来たとき,人民が召集されていた。「これは何の話だ」と

グイディオンが言った。「プラデリがあなた達の追討のため二十一郡の兵を興

しているのです」と彼らが言った。「よくもこんなにのろのろと進んでこられ
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「マソヌイの子マース」対訳

たものです。」「お前たちが求めて行ったけものはどこか」とマース。「下手の

別の郡に彼らのための小屋を作っておきました」とグイディオンが言った。そ

の時,国中には角笛とときの声が聞かれた。そこで彼らは武装して,アルヴォ

ンのペンナルズに到るまで進んだ。

その夜ドーンの子グイディオンとその弟ギルヴァイスイはカイル・ダスルま

で引き返した。そしてマソヌイの子マースのベッドにギルヴァイスイとペビン

の娘ゴェウインを共に寝させた。侍女たちを手荒く追い出し,その夜は彼女の

意に逆らって彼女と寝させたのであった。

次の日,明けるのを見て彼らはマソヌイの子マースとその軍勢のいる所へと

向った。彼らが着いたとき,マースらはプラデリ及び南部の兵士をどちら側で

待機するかを評議しようとするところであった。そして彼らも評議に加わった。

すなわちアルヴォンにあるグイネズの砦で待機することに評議は決したのであ

る。そしてマイナウル15・ベンナルズとマイナウル・コイド・アリン(アリン
マイナウル

の林)の二つの圧のまん中で待機された。

そしてプラデリはそこに彼らを襲った。そしてそこで戦いが起こり,双方に

多くの死者を出し,南部の軍は退却を余儀なくされた。すなわち彼らが逃れた

所は今日なおナント・カルと呼ばれている所であり,そこまで追われて逃げ,

そしてまた大がかりな修羅場を現じた。そしてそれからドール・ベンマイン

(石岡谷)と呼ばれる所まで逃れた。そしてそこで再挙して休戦を求め,プラ

デリは休戦のため人質を差出した。すなわち,グルギ・グワストラを初めとし

て二十四人の貴族の子弟を人質とした。

そしてその後,彼らは平和裡にトライス・マウル(大浜)まで進んだ。しか

しヴェレン・リズ(黄瀬)まで来るや否や,歩兵たちは互いに矢を射かけるこ

とを押え切れず,プラデリは使いに走らせて両軍を制止し,彼自身とドーンの

子グイディオンとの問に万事委せることを乞うた。なぜならこれを引き起こし
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『マソヌイの子マース』対訳

た張本はグイディオンであるから。使いはマソヌイの子マースのもとへ到った。

「なるほど」とマースは言った。「神かけて,もしドーンの子グイディオンが

それでよいならば,私は喜んで任せよう。また私らとして出来るだけのことを

しないで,人を殺し合いに赴かせる事を私は強いてしたくはない。」「確かに」

と使者たちは言った。「このような悪をなした当の者が一対一で体を張って両

軍を無事にしておくのが当然とプラデリは申されました。」「神かけて言おう」

とグイディオンは言った。「グイネズの戦士らに私に代って戦う事を求めずに,

私自身がプラデリとの闘いを引受けましょう。喜んで体を張りましょう。」

そしてこのことはプラデリに伝えられた。「そうだ」とプラデリは言った。

「私以外の誰にも私は償いを頼まぬ。」それらの兵士はわきに並ばされた。そ

して二人は武装し始め,互いに戦った。そして腕力と武勇,魔法と呪術により

グイディオンが勝ち,プラデリは殺され,ヴェレン・リズの上のマイン・クリ

ヨグに埋葬された。そしてそこに彼の墓はある。

南部の兵らは哀れな欺きとともに彼らの国へと向った。それも不思議ではな

い。彼らの主を失い,貴族たちの多くと,彼らの馬,そして武器をあらかた失

ったのだから。

グイネズの兵らは再び歓び勇んで帰って行った。「殿」とグイディオンはマ

ースに言った。「休戦のためにわれわれに人質となっていた彼らの貴族を我々

は,南部の人らに返すのが当然ではないでしょうか。彼を閉じ込めておくべき

ではありません。」「では彼を釈放するがよい」とマースは言った。そしてそ

の若者及び彼と一緒だった人質たちは釈放されて南部の兵らの後を迫った。

マースの方はカイル・ダスルに向った。ドーンの子ギルヴァイスイ及び彼と

共にいた手兵は宮延に寄りつかずに,これまでし習わしたようにグイネズの巡

視に行ってしまった。一方マースは居室へ行き,両足を処女の膝の中に置ける

ように覚りかかるための場所を整えさせた。「殿」とゴエウインが言った。「今
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Fマソヌイの子マースJ対訳

はあなたの脚の下になるべき処女を探して下さい。私は女になりました。」「そ

れはどういう意味か。」「私は襲われたのです。しかも公然と。そして私も黙っ

てはいませんでした。それを知らぬものは宮廷に誰ひとりおりません。と申し

ますのは,殿,あなたの妹君の子らである甥徹のドーンの子グイディオン様と

ドーンの子ギルヴァイスイ様に襲われたのです。私に対しては暴行,あなたに

対しては辱かしめをなさり,私は共寝されたのです。それもあなたの部屋とベ

ッドで。」「なるほど」と彼は言った。「私は出来るだけのことはしよう。先ず

お前に償いをしよう。そして私の償いを求めよう。そしてお前を」と彼は言っ

た。「私は妻にしよう。そして私の倭国の権威をお前の手に譲ろう。」

そしてその間彼らは宮廷の近くには来ないで国内の巡視のために留まったの

で,彼らに対して飲食を給することへの禁令が出た。最初彼らは彼に近寄らな

かった。がとうとう彼らも彼の所までやって来た。「殿」と彼らは言った。「ど

きげんよろしう。」「ふむ」と彼は言った。「お前たちが来たのは私に償いをす

るためなのか。」「殿,私たちはあなたの思召しのままです。」「もし私の思いの

通りだったら,私の失った兵士も武器も失わなくてすんだものを。ブラデリの

死は言うに及ばず,私に対する辱かしめをお前たちは私に対して償うことは出

来ない。そしてお前たちは私の思いのままになるために来たのだから,お前た

ちへの処罰を始めよう。」

そこで彼の魔法の杖を取り,ギルヴァイスイを打つと彼は大きな雌鹿になっ

た。そしてもうひとりをす早く取りおさえ-彼は逃げようにも逃げられなか

ったのである-そして彼を同じ杖で打って雄鹿に変えた。「お前たちは結託

しているのだから,お前たちを一緒に行かせよう。そしてつかいになり,その

姿を取っている野獣と同じ性質になって,彼らに仔が生まれる頃にはお前たち

にも仔が生まれるのだ。そして今日から一年後にはここ私の所へ来い。」

その同じ日から一年の終りに,見よ,部屋の壁の下に騒ぎを彼は聞いた。そ
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『マソヌイの子マース』対訳

して騒ぎに応えて宮廷の犬の吠え声を。「外では何事か見て参れ」と彼は言っ

た。「殿」と一人が言った。「見て参りました。そこには雄鹿と雌鹿,そして一

緒に仔鹿がいます。」そこで彼は起き上がって外に出た。出てみると,すなわ

ち三匹連れのけものを見た。すなわち雄鹿,雌鹿,遣しい仔鹿の三匹である。

すなわち彼は杖を振り上げた。「お前たちのうちで,この一年雌鹿だった者は

今年は雄猪になれ。そしてお前たちのうちでこの一年雄鹿だった者は今年は雌

猪になれ。」こう言って彼らを杖で打った。

「しかし子供は私が引取って育てさせ,洗礼を受けさせよう。」すなわち彼

はハズンと名付けられた。「お前たちは行け。そして一人は雄猪に,もう一人

は雌猪になれ。そして野生の猪にある性質がお前たちにもあれ。そして今日か

ら一年後にここ壁の下におれ。お前たちの仔も一緒に。」

一年が終って,見よ,部屋の壁の下に犬の吠え声が聞かれた。そして更にそ

れらに答えて宮廷の召集の騒ぎが。そこで彼も起きて外へ出た。そして外へ出

たとき,三匹連れのけものを見た。すなわち彼が見たけものの種類は雄猪,雌

猪,及び彼らと一緒のよく育った仔だった。それは年の割によく太っていた。

「よし」と彼は言った。「この子は私が引取って洗礼を受けさせよう。」-

そして彼を杖で打つと豊かな金髪の,立派な子供になった。すなわち彼はハフ

ドゥンと名付けられた。「そしてお前たち,お前たちのうちでこの一年雄猪だ

った者は今年雌狼になれ。そしてこの一年雌猪だった者は雄狼になれ。」そし

てそこで彼らを杖で打つと彼らは雄雌の狼になった。「そしてお前たちが姿を

やつしているけものと同じ性質にお前たちはなるのだ。そして今日から一年後

にはここ,この壁の下におれ。」

一年が終ってその当日,見よ,部屋の壁の下に召集の騒ぎと犬の吠え芦を彼

は聞いた。彼も外へ起きて出た。そして出てみると,見よ,雄狼と雌狼,そし

て一緒にいる還しい仔狼を彼は見た。「この子を私は引取ろう」と彼は言った。
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『マソヌイの子マース』対訳

「そして洗礼を受けさせよう。名前は用意出来ている。すなわちこの子はプラ

イドゥンだ。三人の息子はお前たちのもの,そしてその三人とは;-

まことなきギルヴァイスイの三人の息子

三人のまことの戦士

プライズン,ハズンと猛きハフドゥン18」

そしてそこで彼らを二人とも杖で打って,彼らは彼ら自身の元の身となった。

「お前たち」と彼は言った。「もし私に対して罪をなしたとしても,お前たち

は十分罰を受けた。そしてお前たちお互い相手の子を持つという大きな恥辱を

受けた。この者らを風呂に入れて頭を洗ってやり,彼らに着物を着せてやりな

さい。」そこでそれらの事が彼らに対してされた。

そして彼らが身を整えると彼のもとへまかり出た。「お前たち」と彼は言っ

た。「お前たちは和解を得たのだから,次には友情を得るべきだ。それでいか

なる処女を私が求めればよいか私に助言してくれ。」「殿」とドーンの子グイデ

ィオンは言った。「あなたに助言するのはたやすいことです。あなたの姪で,

妹卸の娘にあたるドーンの娘アランロド19がよろしい。」

彼女が彼のもとへ連れて来られた。その娘は中にはいって来た。「娘よ」と

彼は言った。「お前は処女かね。」「そうでないとは知りません。」そこで彼の方

は魔法の杖を取ってたわめた。「これをまたいでみよ。」と彼は言った。「そし

てもし処女なら,私には分かろう。」そこで彼女は杖をまたいだが,一またぎす

ると豊かな金髪の大きな男の児を生み落した。すなわちその子供は高い叫び声

をあげた。子供の叫び声に彼女は扉の方へ行ったが,そのとき彼女は何か小さ

なものを落した。そして誰もそれを二度見直すひまもないうちに,グイディオ

ンはそれを取り上げ一枚の絹20でまわりを包み,それを隠した。すなわちベッ

ドの足元の小箱の中に隠したのである。「よろしい」とマソヌイの子マースは
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Fマソヌイの子マース』対訳

豊かな金髪の子に言った。「私がこの子を洗礼させよう。すなわち名づけてダ

ランとしよう。」その子は洗礼を受け,洗礼されるが早いか海に向って行って

しまった。そして海にはいるや否や忽ちに海の性質を帯び,海の中で最も立派

な魚と同じように泳いで,そのゆえにダラン・アイル・トーン(波の子・海)

と呼ばれた。彼の下では波も決して砕けなかった。そして彼の死を招いたとこ

ろの打撃は波のおじゴヴァンノン21が狙い打ったものだった。そしてこれが三

番目の不運な打撃22であった。

グイディオンがある日ベッドにいて目を覚ましていたとき,彼は足元の小箱

の中に叫び声を聞いた。その声は高くはなかったけれど,彼が聞きつける程に

は高かった。すなわち彼は急いで起きて箱を開いたのである。そして箱を開い

たとき,彼は小さな赤子が布のひだから両手を突き出し,はねのけているのを

見た。そこで彼はその手を両手の間にかかえて,乳を授ける女のいることを知

っている里へと彼をつれて行った。そしてその女とその子を育てる契約をした。

子供はその一年育てられた。そして一歳のときにはもし二歳としてもその大き

さは人びとに驚きであったろう。そして二歳では大きな子供となって,自分で

宮廷へ行くことが出来るほどだった。彼が宮廷へ来てからはグイディオン自身

が彼に目をかけた。そして子供は彼になつき,どの人よりも彼を愛した。それ

からその子は宮廷で育てられて四歳になった。そして八歳の子供としても披ほ

ど大きいことは驚きであったろう。そしてある日彼は散歩に出るのにグイディ

オンについて行った。すなわち彼はその子を伴ってカイル・アランロドを訪ね

たのである。宮廷へ来ると,アランロドは立ち上がって彼を迎えて挨拶し,よ

うこそと言った。「神様のお恵みがありますよう」と彼は言った。「あなたにつ

いて来たその手は誰ですか」と彼女は言った。「この子はお前の子だよ」と彼

は言った。「ああ,あなたはどうしたというのです。私を辱かしめ,私の恥を

追いかけて,こんなにまでも保ち続けるなんて。」「こんな立派な子を私が育て
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『マソヌイの子マース』対訳

た以上の恥を受けていないのなら,お前の恥なんて小さなものだ。」「あなたの

子の名前は何ですか」と彼女が言った。「確かに」と彼。「まだ彼には名前がな

い。」「なるほど」と彼女。「私がその子に運命を誓いましょう。私から貰うま

では名前を買えないと。」「神かけて」と彼は言った。「お前は恐ろしい女だ。

お前にはいやでもこの子には名前がつくよ。そしてお前は」と彼。「お前はあ

るとおりのもの。処女と呼ばれないのが悲しくても,もはや決して処女とは呼

ばれないのだ。」

そして彼は怒って立ち去り,カイル・ダスルに着いて,その夜はそこに留っ

た。そして翌朝起きると少年を連れて,そことアペル・メナイ(メナイ河口)

の間の海沿いに散歩した。そしてダルスやこんぶを見つけた所で,魔法で舟を

作った。そして海草やダルスでコルドバ革をそれも沢山作り,そしてそれらを

彩色して誰もこれ以上美しいなめし草を見たことがないくらいにした。そして

そこで舟に帆を取りつけ,彼と少年とで舟に乗ってカイル・アランロドの城門

の戸口まで来た。そしてそこで靴の型を取り,縫い始めた。すると彼らは城か

ら姿を見られた。

自分らが城から見られたのを知ったとき,彼は自分ら自身の顔かたちを去っ

て別の姿をとり,知られないようにした。「舟の中にいるのは何者か」とアラ

ンロドが言った。「靴屋です」と彼らが言った。「どんな種類の草を持っておる

か,またどんな仕事をしているのか,行って見て参れ。」そこで使いが行った。

そして行ってみると彼はコルドバ革を彩色していた。しかも黄金で。そこで使

いは帰って彼女にそのことを知らせた。「よろしい」と彼女は言った。「私の足

の寸法を取ってその靴屋に私のための靴を作るように求めよ。」彼の方では靴

を作ったが寸法に合わせずに大きく作った。靴が彼女のもとへ持って来られた。

見よ,靴は大きすぎた。「これは余りに大きい」と彼女は言った。「これの代価

は取らせるから,もっと小さいのをも作らせよ。」すなわち彼は彼女の足より
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も小さい別のを作り,彼女に届けた。「これらの靴のどれ一つも私には合わぬ

と彼に言え」と彼女は言った。そのことは彼に伝えられた。「そうです」と彼

は言った。「おみ脚を見せて頂くまではお姫様の靴は作れません。」そしてその

ことが彼女に伝えられた。「なるほど」と彼女は言った。「私が彼の所まで行こ

う。」

そこで彼女は舟までやって来た。そして来てみると,彼が型を取っており,

少年が縫っていた。「はい,女主人様」と彼は言った。「和気嫌よろしう。」「神

様のお恵みがあるように」と彼女。「靴を寸法どおりに合わせて作ることが出

来ないとは不思議じゃ。」「出来ませんでした」と彼は言った。「が,今は出来

るでしょう。」

するとその時,見よ,舟の甲板に一羽のみそさざいが止まった。すなわち少

年はそれを狙って脚の月建と骨の間に射当てたのだった。すなわち彼女は笑って

言った。「まことに,金髪の子が巧みな手でもって射当てたことよ。」「いかに

も」と彼は言った。「神の呪いがあなたにあれだ。彼は名前をもらったぞ。し

かもとてもよい名前だ。これからはライ・ラウ・ガフェス25(巧みな手の金髪

児)だ。」

するとその仕事もダルスと海草に消えてしまった。そして彼はもうそれっき

り仕事を続けなかった。そしてそのゆえに彼は黄金の靴匠の三人目27と呼ばれ

たのである。

「きっと」と彼女の方は言った。「私に意地悪くしてもあなたによいことは

ないでしょう。」「何もあなたに意地悪くしたことはない」と彼は言った。そし

て彼は少年を元の姿へと戻した。「ほんとに」と彼女は言った。「私はこの子に,

私が自ら着せない限り決してよろいかぶとを着けられないという運命を誓うで

しょう。」「神かけて」と彼は言った。「それはお前の性悪さから出たことだ。

だが彼はよろいかぶとを身に着けるだろう。」そこで彼らはディナス・ディン

ー31-



LlewLlawGy茸esynyallwysmarchogaethpob〔98〕march,aCynyOed

gwbylobryt,athwf,ameint.

AcynaadnabotawnaethGwydyonarnawyuotynkymrytdihirwch

Oeisseumeirchacarueu,a'yalwattawawnaeth."Awas,"hebynteu,

"niaawn,uiathi,ynegeSauOry.Abydlawenachnocydwyt.""A

hynnyawnafinheu,"hebyguas・

Acynieuengtitydydtrannoeth,kyuodiawnaethant,aChymrytyr

aruordiryuynydparthaBrynnAryen.AcynypennuchafyGeuyn

Clutno,ymgueirawarueirchawnaethant,adyuotparthaChaerAranrot.

Acynaamgenueupryawnaethant,aChyrchuyporthynrithdeuwas

ieueinc,eithyryuotynprudachprytGwydyonnocunyguas.

"Eporthawr,''hebef,Hdosymywn,adywetuotymabeirdoUorgan-

nwc."Yporthawraaeth."GraessawDuwwrthunt.Gellwngymywrl

Wy,"hebhi.Diruawrleuenydauuyneuherbyn.Yryneuadagyweirwyd

acywwytaydaethpwyt.GuedydaruotybwYta,ymdidanawnaethhi

aGuydyonamchwedleuachyuarwydyt.YnteuWydyonkyuarwydda

Oed.

Guedybotynamserymadawachyuedach,yStauellagweirwytudunt

Wy,aCygySCuydaethant.HirbylgeintGuydyonagyuodes.Acynay

gelwisefyhuta,yalluattaw.〔99〕Erbynpanoeddydyngoleuhau,yd

OedgynlWeiracutkyrnalleueinynywlatyngynghan.Panydoedydyd

yndyuot,Wyntaglywynttarawdrwsyrystauell,aCarhynnyAranrot

ynerchiagori.Kyuodiaorucyguasieuanc,aCagOri.fiitheuadoeth

ymywn,amOrWynygytahi."Awyrda,"hebhi,"lledrwcydYm."

"Ie,"hebYnteu,"niaglywnutkyrnalleuein,abethadebygydio

hynny?''"Dioer,"hebhi,"nichawnWeletllywyweilgiganpobllong

-32-



rマソヌイの子マース」対訳

ライに赴いた。そしてそこでライ・ラウ・ガフェスはすべての馬を乗りこなす

ことが出来るようになり,そして顔かたち,発育,背丈が一人前になるまで育

てられた。

それからグイディオンは彼を見て,馬と武具とを持てないために無柳をかこ

っているのを知り,彼を呼び寄せた。「若者よ」と彼は言った。「私とお前とで

明日用事に出かける。そんなにふさいでいずに,もっと元気にしなさい。」「そ

うしましょう」と若者は言った。

そして翌日,日の若いうちに彼らは起きて河岸づたいにプリン・アリエン

(霜の丘)へとさかのぼって行った。そしてケヴン・クリドノの一番高い頂で

馬上に身を固め,カイル・アランロドに向かった。そしてそこで顔かたちを変

え,二人の若者-ただしグイディオンの容子は若者ライの容子よりももっと

落着きがあった-に身をやつして門前に着いた。

「おい門番」と彼は言った。「奥へ行ってモルガノダから詩人が来ておると

言え。」門番は行った。「神様のご挨拶が彼らにありますよう。彼らを中へ招じ

入れなさい」と彼女は言った。彼らを迎えてとても大きな歓びがあった。広間

がしつらえられ,彼らは食事についた。食事が終ったのち,彼女はグイディオ

ンと話や物語に興じた。さてもグイディオンは話上手であった。

宴の果てるときとなって,彼らには寝室がしつらえられ,彼らは寝に行った。

一番鶏の鳴く頃,グイディオンは起きた。それから彼は魔法と力を身につけた。

夜が白み始める頃国中一斉に旗挙げと召集ラッノヾと叫喚が起こった。日がのぼ

る頃,彼らは部屋の扉を叩くのを聞いた。そして同時にアランロドが開けてく

れと頼むのを。若者は起きて開いた。彼女は一人の侍女をつれて中へはいって

来た。「殿方よ」と彼女は言った。「困った事になりました。」「なるほど」と彼

の方は言った。「ラッパと雄叫びが聞えます。あれは何だと思いますか。」「本

当に」と彼女。「すべての船がぎっしりひしめいて海の色も見えません。そし
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て船は出来る限りの速さで陸に迫って来ています。そして私たちはどうしまし

ょう」と彼女は言った。「女主人殿」とグイディオンは言った。「城門を閉ざ

して,能う限り城を持ちこたえる以外に,我々には知恵はありません。」「なる

ほど」と彼女の方は言った。「神様があなたたちに報いて下さるよう。ではあ

なたたちも守って下さい。ここでは十分な武器を取れるでしょう。」

こう言って彼女は武器を取りに行った。そして見よ,彼女は二人分の武具を

持った二人の侍女をつれてやって来た。「女主人殿」と彼は言った。「この若者

に着せてやりなさい。私はこの娘とで,自分で着ましょう。追って来る人びと

の音が聞える。」「喜んでしましょう。」そして彼女は喜んで,しかもすっかり

彼に甲南を着せた。

「その若者に着せ終りましたか」と彼は言った。「終りました」と彼女。「私

も終った」と彼。「さあよろいを外そう。そんなもの必要はない。」「まあ」と

彼女。「どうしてですの。ほら,館のまわりには艦隊が。」「女よ,そこには艦

隊などいません」と彼は言った。「まあ」と彼女。「あれは何という艦隊の召

集だったのです。」「お前の子供の運命を破り,彼のために武具を求める召集だ

ったのき。そしてお蔭じゃないが,彼はよろいかぶとを身に着けたのだ。」「神

かけて」と彼女の方は言った。「あなたは悪い人です。あなたが今日この郡に

起こした挙兵のために沢山の若者が聖命を落したかも知れないのに」と彼女は

言った。「それじゃ私は今この時地上にある種族から妻をめとることは決して

ないという運命を彼に誓いましょう。」「なるほど」と彼が言った。「お前は元

から恐ろしい女だった。そして誰もお前の助けになるものか。何といっても彼

は妻を得るだろう。」

彼らはマソヌイの子マースの所へ来て,世にもしつこくアランロドのことを

訴え,そして彼のためにすべての武器を手に入れたさまを告げた。「そうだな」

とマースは言った。「私とお前とで呪術から彼のために花から女を造ってみよ
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う。」彼はもうその時大人の背丈を持って,人がかつて見た最も立派な若者だ

った。
かしわ

そしてそこで彼らは椀の花とえにしだの花とこどめばなとを取り,それから

人がかつて見た中でも最も美しく最も立派な乙女を喚び出した。そして彼女を

当時行なった洗礼29によって洗礼し,プロダイエズ30と名づけた。

彼らが祝宴の問に共に寝たあとグイディオンが言った。「領地を持たぬ者が

自分を支えることは難しい。」「なるほど」とマースが言った。「私が彼に,若者

が得るのに最もよい郡31を与えるとしよう。」「殿」と彼は言った。「それはどこ

の郡でしょうか。」「ディノディングの郡だ」と彼。これは今日ではアイヴァニ

ドとアルディドゥイと呼ばれている。すなわちその郡で彼が宮廷を構えたのは

ミル・カステル(城壁)と呼ばれる処で,しかもアルディドゥイの高地にある。

そしてそこに彼は住みつき,落着いた。そしてすべての者が彼とその支配に満

足した。

そしてある時,彼はマソヌイの子マースを訪ねるためにカイル・ダスルに赴

いた。彼がカイル・ダスルに向かった日,彼女は宮廷の中で立ち廻っていた。

そして彼女は角笛の声を聞いた。そして角笛の声についでは,見よ,そばを通

りかかった疲れた雄鹿とそれを追う猟犬と狩人たち。そして猟犬と狩人たちに

ついで徒歩でやって来る男たちの一隊。「従僕を遣わせ」と彼女は言った。「あ

の一団は何者かを知るために。」従僕は行って彼らが何者かを尋ねた。「これは

ペンリンの債主であるお方,グロヌ・ベビル殿である」と彼等は言った。この

事を従僕は彼女に伝えた。彼の方は雄鹿を追って行った。そしてカンヴァイル

の川辺で雄鹿に追いつき,それをしとめた。そして鹿の皮をはいだり32犬たち

に肉を与えたりしてとどまっているうちに夕闇が垂れこめた。そして日の光が

衰え,夜が迫る頃,彼は宮廷の門を通りかかった。

「本当に」と彼女は言った。「もしあの人を招き入れなければ,こんな時刻
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によその国へ行かせたことでその殿に悪く言われるでしょうよ。」「まことに,

女主人様」と彼らは言った。「お招きするのが最も正当です。」そこで彼を招き

入れるために使いの者が迎えに出た。そこで彼は招待を喜んで受け入れ,宮廷

へ来た。そして彼女も出迎えて挨拶し,ようこそと述べた。「女主人様,神様

があなたの御歓迎に報いられますように」と彼は言った。彼らは着換えをし,

坐りに行った。すなわちプロダイエズは彼を眺め,眺めるや否や彼女の全身は

彼への愛にあふれぬ所はなかった。そして彼もまた彼女を見つめた。すると彼

女の心に忍び込んだと同じ思いが彼の心にも忍び込んだ。彼は自分が彼女を愛

していることを隠すことが出来ず,それを彼女に語った。彼女の方でも心中大

きな喜びを感じた。そして彼らのその夜の語らいは,彼らがお互いに相手に寄

せた親愛と愛情についてでこそあった。そしてお互いに抱き合うのに夜の明け

るのを待つ必要はなかった。そしてその夜彼らは共に寝たのだった。

そして翌日,彼はいとまを乞うた。「本当に」と彼女は言った。「今夜私のも

とを去ってはなりません。」その夜も彼らは一緒だった。そしてその夜彼らの

相談はどのようにすれば二人一緒におれるかということだった。「よい知恵は

一つしかありません」と彼。「彼の死がどのように訪れるかを彼から聞き出そ

うとすることです。それも彼への心づかいに見せかけて。」

そして翌日,彼はいとまを乞うた。「本当に,今日私のもとを去られるよう

にはおすすめしません。」「本当に,あなたがすすめて下さらぬのですから,私

も行きますまい」と彼は言った。「しかしこの宮廷のあるじか帰って来るおそ

れがあるでしょう。」「いかにも」と彼女。「明日はあなたを去らせましょう。」

翌日彼はいとまを乞うた。そして彼女の方でも彼を引止めなかった。「よろ

しいね」と彼は言った。「私があなたに言ったことを覚えて,しつこく彼と話

合うのですよ。それも彼への愛ゆえのうるささに見せかけて。そしてどんな仕

方で彼の死が訪れるかを彼から探り出すのです。」
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Fマソヌイの子マース』対訳

彼(ライ)はというとその日のうちに34帰って来た。日の暮れるまでは彼らは

語らいと音楽とうたげに過ごした。そしてその夜彼らは一緒に床に着いた。そ

して彼は彼女に向って,一度,二度と言葉をかけた。だがそうする間も一語も

彼には返って来なかった。「どうしたのだ」と彼は言った。「気分が悪いのか。」

「私は考えているのです」と彼女は言った。「あなたが私に対して考えても下

さらぬことを。というのはこうです」と彼女。「もしあなたに先立たれたらと,

あなたの死が気がかりなのです。」「なるほど」と彼は言った。「神様がおまえ

の心づかいに対し報いられんことを。しかしながら神様が私を殺されるのでな

い限り,私を殺すのは容易でないのだ」と彼は言った。「では神様のためと私

自身のために,あなたはどんな風に殺されることが出来るのか,私に教えて下

さいな。なぜなら私の記憶力の方があなたの記憶力よりも身を護るにはよろし

いでしょう。」「喜んで言おう」と彼。「私を打撃で殺すのは容易でない」と彼

は言った。「それでもって私を狙う槍を作るには一年かかるのだ。それも日曜

のミサが行われているとき以外には槍のどの部分も作ることなしに。」「それは

確かですの」と彼女。「確かだ,本当に」と彼は言った。「私は家の中でも殺す

ことが出来ない」と彼。「また家の外でも,また馬上でも殺されず,徒歩でも

殺されない35。」「本当に」と彼女は言った。「それじゃどうしてあなたが殺され

ることがあるでしょう。」「では言おう」と彼は言った。「川の岸に私のために

風呂場を作り,そして湯舟の上にアーチ型の枠を作って,次にはそれに十分に

ぴったりと屋根をふくのだ。そして雄山羊を持って来て」と彼。「湯舟のそば

におき,そして私自身が片足を山羊の背にかけてもう片足を湯舟のふちにかけ

る。このようにして私を狙うならば誰でも私の死を来たらせるだろう。」「ほん

とに」と彼女は言った。「私はこのことを神様に感謝します。それを避けるの

はたやすいことです。」

彼女はこの言葉を得るが早いか,それをグロヌ・ベビルに伝えた。グロヌは
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『マソヌイの子マース』対訳

槍の製作に努め,一年が過ぎた当日に用意できた。そしてその日彼はそのこと

を彼女に知らせた。「殿よ」と彼女は言った。「あなたが先に私に言われたその

ことがどのようにしてあり得るかしらと思っているのです。もし私の方で風呂

場をしつらえたら,あなたがどんな風に湯舟のへりと雄山羊の上に立たれるの

か私に見せて下さいますか。」「見せよう」と彼は言った。

彼女はグロヌに使いをやって,今ではプリン・カヴェルギル(合戦の丘)と

呼ばれている丘の蔭にひそんでいるように求めた。それはカンヴァイル川の岸

にあった。彼女はまた郡中で手に入る限りの山羊を集めさせ,それらをプリン

・カヴェルギルに向かいあった川の向う岸に連れて来させた。

そして翌日彼女は言った。「殿」と彼女。「天蓋と風呂場を整えさせました。

それで用意できています。」「なるほど」と彼は言った。「喜んで見に参るとし

よう。」彼らは翌日風呂場を見に行った。「風呂におはいりになりますか,殿」

と彼女は言った。「喜んではいろう」と彼は言った。彼は風呂にはいり,沐浴

した37。「殿」と彼女は言った。「あなたが山羊と呼ぶと言われた動物らがここ

におります。」「なるほど」と彼は言った。「そのうち一匹をとらえさせてここ

まで連れて来させよ。」山羊が連れて来られた。それから彼は風呂から上がっ

てズボンをはいた。そして片足を湯舟のへりに,片足を山羊の背にかけた。

そのときグロヌはプリン・カヴェルギルと呼ばれる丘から起き上がり,片ひ

ざをついて立って毒を塗った槍を投げた。すると彼の横腹に命中し柄は突き抜

けたが,その槍先は体内に残った。そしてそのとき彼の方では鷲と化して舞い

上がり,すさまじい悲鳴をあげた。そしてそれよりこの方,彼は見られなくな

った。

彼が姿を消すや否や彼らは宮廷に赴いて,その夜は共に寝た。そして翌日グ

ロヌは起きてアルディドゥイを征服した。国土を平定してのち,彼はそれを支

配し,アルディドゥイとペンリンの両国が彼の有に帰した。
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『マソヌイの子マース』対訳

それからその知らせがマソヌイの子マースに達した。傷心と悲痛をマースは

心に抱いたが,グイディオンはなおさらのことだった。「殿」とグイディオン

は言った。私は甥の消息を知るまではいつまでも心休まらぬでしょう。」「いか

にも」とマースが言った。「神様がお前の力になって下さるよう。」そこで彼は

旅立ち,さすらいを始めた。そしてグイネズとボウイスをくまなくさすらった。

到る所さすらった末,彼はアルヴォンヘ来てペンナルズの庄にある農奴の家ま

で来た。

その家で彼は馬を下り,そしてその夜はそこに留った。その家のあるじと家

僕がはいって来た。そして最後に豚飼いが帰って来た。家のあるじが豚飼いに

言った。「おい」と彼。「お前の雌豚38は今夜帰って来たかね。」「はい」と彼は

言った。「ただ今豚の仲間の所へ帰って来ました。」「どういう様子かね」とグイ

ディオンが言った。「その雌豚は?」「毎日小屋が開けられると出て行くのです。

誰も取り抑えることが出来ません。またどの道を行くのか,まるで地にもぐっ

たも同然分りません。」「お願いだから」とゲイディオンが言った。「私がお前

と共に小屋のかたわらに来るまで小屋を開けないでくれないか。」「喜んでそう

いたします」と彼は言った。その夜彼らは寝についた。

そして豚飼いが夜明けの光を見たとき,彼はグイディオンを起こした。彼は

服を着て一緒に来て小屋のそばに立った。豚飼いは小屋を開けた。開けるや否

や,見よ,牝豚は飛び出してしっかりと進み,グイデイオンもあとを追った。

そして川をさかのぼり,今日ナントライ(ライの小川)と呼ばれる小川に達し,

そこで落着くと(とある木の蔭で39)餌をあさった。

グイディオンもまた木の下まで来ると雌豚が食べているのは何かをよく見た。

そして彼は雌豚が腐った肉とうじ虫を食べているのを見た。すなわち彼はそこ

でその木の梢を見上げたのである。そして彼が見ると,梢には一羽の鷲が見え

た。そして鷲が体をゆきぶると,うじ虫と腐肉が彼からこぼれ落ち,雌豚はそ
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Fマソヌイの子マース』対訳

れらをむさぼっているのだった。すなわち彼はその鷲がライであると考えて,
ユングリン

四行詩を歌った。

二つの湖の間に生うる椒あり,

空と谷間は影暗し。

もしわれいつわりを言吾らずば

これ,ライの花よりす。

すなわちここに鷲は木の中程まで降りて来た。すなわちグイディオンはここに

今一つの四行詩を歌った。

高さ野辺に生うる臓あり,

雨も濡らさず,炎暑も溶かさず。

二十の技をはぐくみし,

その梢なるライ・ラウ・ガフェス。

それからまた彼は降りて来て,その木の一番下枝に止まった。そこで彼は四行

詩を歌った。

丘のふもとに生うる椒あり,

雄々しき君の聖所なり。

もしわれいつわりを語らずば

ライわが膝に釆たるべし。

すると彼はグイディオンの膝の上に降りて来た。そこでグイディオンは魔法の

杖でもって彼を打ったので彼は元の姿に戻った。しかしながら誰もそのときの

彼程にみじめな姿の人間を見たことがなかった。皮と骨ばかりで何もないのだ

った。

それから彼はカイル・ダスルに赴き,そこでグイネズで求められる限りの名
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『マソヌイの子マースj対訳

医が彼の所へ連れて来られた。およそ一年も経たぬうちに彼はすっかり癒えた。

「殿」と彼はマソヌイの子マースに向って言った。「私が苦しみを受けたその

男に償わせるべき時です。」「まことに」とマースは言った。「彼はお前への償

いなくして済まし得ぬであろう。」「いかにも」と彼は言った。「償われるのが

早い程私には結構なことです。」

そこで彼らはグイネズの兵を興してアルディドゥイに向った。グイデイオン

は先頭に立って進み,ミル・カステルに迫った。すなわちプロダイエズは彼の

来るのを聞き,侍女たちを連れて山に向った。そしてカンヴァイル川を渡って

山の上にある宮廷に向った。そして彼女らは恐怖のために,顔を後ろに向けて

しか進めなかった。そして潮の中に落ち込み,彼女自身を除いてはすべて溺れ

てしまうまで気づかなかった。

それからグイディオンは彼女に追いつき,彼女に向って言った。「私はお前

を殺さぬ。お前にはもっとひどい事をしよう。すなわちこれだ」と彼。「お前

を鳥の姿で放つのだ。そしてお前がライ・ラウ・ガフェスに対してなした辱し

めのゆえにお前は日中は決して顔を出すことを敢えてせぬだろう。それも鳥た

ちすべてへの恐れから。そしてお前とすべての烏たちの間には敵意があるのだ。
さが

そしてお前に出会ったらお前をいじめ,侮るのが彼らの性となるのだ。そして

お前は名前を失うことなくて,いつまでもお前のことをプロダイウェズ(花の

かんばせ)と呼ぶだろう。」

すなわちプロダイウェズとは今日の言葉でいうふくろうのことである。そし

てこのゆえに鳥たちとふくろうとの問には敵意があり,今に至るまでふくろう

はプロダイウェズと呼ばれるのである。
ふみ

一方グロヌ・ベビルはペンリンに赴き,そとから使いを出した。すなわち文

を寄越してライ・ラウ・ガフェスに問うた。代償として土地と億土と金と銀の

いずれを選ぶかと。「神かけて,どれも受けぬ」と彼は言った。「そして私が彼
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ergyt.AcynaybyryawdLlewefa'rpar,aCyguantyllechdrwydi,aC

ynteudrwydaw,ynydyrrygeuynn.

AcynayllasGronwyBebyr,aCynOymaeyllecharlanAuonGyTluael

ynArdudwy,a'rtwlldrwydi53.AcoachawshynnyettwaygelwirLlech

Gronwy.

YnteuLlewLlawGyffesaoreskynnwyseilweithywlat,aCygWledy・

chwysynllwydanhus・Aherwydydyweitykyuarwydyt,efauuarglwyd

wedyhynnyarWyned.

Acyuellyyteruynaygelnghonno'rMabinogl・
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から受け入れるぎりぎりの所はこうだ。彼が私を槍で狙ったときに私がいた所

へ彼が行き,そして私は彼がいた所へ行く。そして私に,彼を槍で狙わせるこ

と。これが私が彼から受け入れるぎりぎりの事だ。」

このことがグロヌ・ベビルに知らされた。「なるほど」と彼は言った。「私が

そうするのは止むを得ぬことだ。ああわが忠実な貴族よ,家臣よ,乳兄弟よ。

お前たちの中に私の代りにその一撃を受けんとする者はあるか。」「ございませ

ん,まことに」と彼らは言った。そして主君に代って一撃を受けるに耐えるの

を彼らが拒んだがゆえに,彼らは今日に至るも三番目の不忠の家臣とされる。

「なるほど」と彼は言った。「私が引受けよう。」そこで彼ら二人はカンヴァ

イル川の川辺まで行った。それからグロヌ・ベビルは彼が狙ったときにライ・

ラウ・ガフェスがいた場所に,そしてライは彼かいた場所に立った。「殿」と

彼は言った。「私があなたに対してした事も女の悪だくみのためですから,川

辺に見えているあの石を,後生ですから,私とあなたの狙いとの間に置かせて

下さるようお願いします。」「確かに」とライは言った。「それまで拒むまい。」

「本当に」と彼は言った。「神様があなたに報いられますよう。」それからグロ

ヌは石を取って,それを彼と狙いとの問に置いた。それからライは槍でもって

彼を狙い,その石を貫き,彼をも貫いて背中を砕いた。

そしてここにグロヌ・ベビルは殺され,そこアルディドゥイのカンヴァイル

川の川べには穴の貫いた石53がある。そしてそのゆえに今なおレーフ・ロヌ

(グロヌの石)と呼ばれる。

それからライ・ラウ・ガフェスは国土を再び平定し,立派に治めた。そして

語り伝えの言う頭では,彼はその後グイネズ全土の主となった。

そしてここにマビノギの本蔦は終る。
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注

以下の注で用いた略語:

C.P.C.=Geiriα血rfケ伽oJCプ椚r以(ウェイルズ大学辞典)1950年以来刊行中だが,現在

のところ第28分冊(Gwynedd-Haint)までしか進行していない。

I.W.=SyrIforWilliams(ed.),PedeirKeincyMabinqgi,1930.「日本」に句読点,大

文字,引用符,段落等を施し,「白木」の脱落分と考えられる個所は〔〕内に補ってあ

る。ただし〔〕内の数字は「日本」の欄(colofn)の数である。原文では,例えばheb

ef(彼は言った)がくどい程頻出するのも,本来引用符がないからである。しかしそれ

が口承時代の語り口でもあったろうから,訳文でもなるべくそのまま再現した。

W.G.=SirJohnMorris-Jones,AWelshGrammar,1913.計画された文法書の第1部。

第2部「統語論」がまだ草稿の段階で著者は病没した。

W・M・=WhiteMabinogion「ラゼルフ白木」(=ペニアルス写本4,5)中「マビノギオ

ン」の部分。行数まで忠実に再現したdiplomatictextによる。

1グイネズウェイルズ北西部。およそ今日のアングルシー,カーナーヴォンとメリ

オネス,デンピー,フリントの一部。

2(3)南部またはデハイパルス。すなわちダヴェドは今日のペンブルック,モルガノ

ダはグラモーガン,ケレディギオンはカーディガン,アストラッド・タウイ(Towy

河流域)はカーマーゼンにおよそ相当する。

3(2)郡(こおり)carltref(hundredまたはCantredと訳す)往古のウェイルズにお

いて2つもしくはそれ以上のCWmWd(郷),従っておよそ100のtref(里)ないしは

大農場を含む国土の区画。(G.P.C.)

4処女のひざ中世ウェイルズには王の「足持ち」(troedawg)という職(ただし男

性)があった。「彼は宴会の席についてから寝る用意をするまで,王の足を膝にのせて

いなければならない。また王をさすり,そしてその間中あらゆる事故から王を見守ら

ねばならない。」(Efadelydalytraedebrenynenyarfetorpandecreuhoeyste

egkeuedacenyhelykesku,aCadelykossyebrenyn,aCegheytahynyo

espeytefadelyguylyauracpobguall.)

5GoewinGoewynという形でも現われるのでGo-eWynと解すべきであろう。
みなわ

G0-はgolau(光)<go+11eu(光)と同じ接頭辞であり,eWyn(泡,水泡)は白い

肌の美しさをウェイルズの詩では連想させる。例えば14世紀の詩人グリフィズ・アブ
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・マレディズの「グェヌフイヴァル哀悼歌」に

LliwbaseuD,nblaswenblaid.

(白壁なすうたかたの宮居の淡き肌色よ)

またW.M.col.476Gwynnachoedychnawdnodistrychtonn.(彼女の肌は波

の泡よりも白かった。)

6Giluaethwy他にGiluathwy,Ciluathwyという形でも現われる。訳文では「ギル

ヴァイスイ」に統一・した。Aethwy(ラテン語のOctaviusに当たる)との連想があ

るかも知れない。Ciluathwyというのは「マース」(Uath)から「逃げる」(Cilio)と

いう地口を弄して出来た形かも知れない。uabDon(ドーンの息子)と称されるが,

D6mは女神の名であって(従ってマースの姉または妹),母系社会の名残を留めてい

る。だからギルヴァイスイがマースの後継者であり,その位を奪おうとしたのが話の

最初の形かも知れない。ドーンはケルト民族の大陸時代にドナウ河(Danube)にそ

の名を留めている。そしてアイルランドではTuathaD色Danann(女神ダヌの一族)

の母神Danuである。

7Annwn「アンヌヴン」(Annwuyn,Annwfn)が元の形であり,「冥界」(のちに地

獄)を指す。スカンジナビア人同様,ケルト人にとっても豚は一種の霊獣であり,天

国においてもその内は重んぜられた。ギリシャのホメロスにも「神聖な豚飼い」(∂Fog

坤岬的)なる句が見られる。プラデリの父ブイルが冥界の王アラウンを助ける話は

第1鳶にある。しかしそこでは「そしてその時以来,彼らはお互いの間に友情を固

め始めて馬やグレイハウンドや鷹やそれに類するあらゆる美しいもの(meircha

milgwnahebogeuafobgyfrywdlws)を互いに送り合った。」とあるだけで,豚に

はふれていない。まさか「鷹」(hebogeu)が「豚」(hobeu-これはすでに古語)の

誤写ではないと思うが,この第4篇でも馬とグレイハウンドと豚を交換するので,

少し気になる。さて,Annwfnの意味をモリス・ジョーンズはAn-dwfn「底無し」

(坤肌明)と解し,ポコルニーやシュテルンは「非世界」と見る。後者はdwfnを「世

界」(アイルランド語のdomhanに当たる)と解したものである。一方I・W・はan=

inでAnnwfnは地中の世界,すなわち「地下の世界」(Underworld)であるという

意見である。これはのちの「地獄」(Uffern)の意味に近づく。しかし本来ケルト人

は「あの世」を地下に求めずに,地上はるか遠く(西の海の上に)求めたはずである。

そこでこのように色々な解釈が許されるものなら,an-とはサンスクリット語an-yA

(他の),ロシア語Hrr-6員(他の),ドイツ語an-der(他の),jenrer(あの),英語

0-ther,yOn-derと共通の要素として「他」を意味し,Annwfnは「他界」,「あの世」
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を指すと解したいところである。もっともウェイルズ語では,ラテン語aトius,ギリ

シャ語81-109(<*alyos),古アイルランド語al-ail-eと同根のar-ail(<*aトalyos),

またail(=SeCOnd),n-aill(=theone)等であってal-の系統である。

8h&nnerhobベーコンの片身(Aitch)を楷す語として,今日でもhanerob(アルヴ

ォンではnerob)の形で残っている。この一文は古証が本文に紛れこんだものであろ

う。なおrふくろう模様の皿j中の人物のヒュー・ハーフベイコン(HuwHalfbacon)

というあだ名はhanerobにhanercof(halfrwit,低能)との連愚を重ねたのかも知

れない。

98C(=with)原本もI.W.もar.しかしar(±On)のはずはないし,会'r=Withthe

の意味なら,冠詞は意味上不要,形式上は次の語も'rcyuarwydytとすべきところ。

それゆえarをac(t=ag)と改めた。

10i&Wn原本及びI.W.lawn(=full)。ジョーンズらの訳に従ってiawn(=Very)

と改めた。理由はtawawtが男性だから`full'ならllawnとあるべきだから。しか

しlawnを保存したI.W.の根拠も記しておく。

Prinygellirderbyndarll・W・M・felprawfbodl.ynfenywaidd;hawscredu

bod-tL-Weditwylloeiglust,felll.Arydefnyddollawnigryfhau,Cf.

Ch・0・16,Oelawnllqf,a'rLl・L,lenusamyllais"loud";M・A・77allurliedydd

Jね抄乃dd仇

(「日本」の読みをtauawt(舌)が女性である証拠として受け入れることは到底

出来ない。」トが〃(無声の側音〔1〕)のようにその耳を欺いたとする方が考えや

すい。補強になるIlawnの用法としては『オットー物語』16,Oelawnllef(彼の大

きな叫びで)及び声に関して「高い」のラテン語plenus(=full),『マヴィル古文

学』77a,11unieddyddl1awndda(はなはだよろしき画家)を参照。)

11&t原本およびI.W.ar.これはG.P.C.のarの項に「接近される場所または人を

提示する場合。今E]では完全にatに取って代わられた」(Wrthgy魚wyno'rlleneu'r

personycyrchirato;ymaeatWedieilwyrddisodlibellach)とあるのに当たる。

しかしいっそう古い写本である`ペニアルス6'(Pen・6)断片に対応する部分を比べ

ると次のようである。

P.6acaruanoIwchydoethant

W.M.acatuathoIwchydoethant(COl.53)

P.6atepafogwellaruendigeiduran

W.M.attepauogwellatuendigeidwran(COl.53)
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P.6Adyfodarhwnnw

W.M.Adyuotathwnnw(COl.54)

従ってW.M.はP.6とは別系統の写本,またはその筆耕者はarをatに改めるの

を原則としていたと見られる。

12kerdyssawchi語尾の,iが余分なようであるが,W.M.col.13のOhonawchi(=

Ofyou)と同種と考えればよい。前置詞0の2人称複数の活用形はOhonawch(Mod・

W.ohonoch)であるが,-iが付くのはOhonawchchwiと目的語を重ねたからであ

り,それが吸収される隆一WChのWの影響を受けてChwi>chiとなって,Ohonawchi

が生じた。同じくkerdet(ModLW.cerdded)のアオリスト活用形に,更に主語Chwi

を重ねてkerdyssawchiとなった。

13hyt原本もI.W.もkyt(=though)となっているが,意味が通じない。

14yguelenhth原本gueleiuathをそのまま取るとygwelaiUath(マースを見て

いた)となるが,すでにゲスト夫人以来yguelemath=yngngWelyMath(マ,ス

のベッドで)と解されている。

15庄(マイナウル)Maenawrだがmaenawlとも綴る。すると現代綴りはmaenol

で,maen(石)の形容詞形。(囲いの石から来たのか。)英語のmanor(荘菌)とは

関係がない。意味は(1)農奴制のtref(里)の集合。(2)ゲイネズではCWmWd(郷)の

区分で,普通のtrefと殆ど区別がつかない。

16ydeultleideulu(hiswaトband)ともyddaulu(thetwohosts)とも読める。

ここでは後者がより適切。次頁のydeuluも同じ。

17clywyn=cIyvent(Cf.gduoリ.)tはすでに発音されなかったのかも知れない。他

にも,W.M.col.59にdoethanyno(=theycamethere)の例があると思うと,次の

欄ではdoethanthytynLlundein(=theycametoLondon)とある。11世紀のも

のとされる.YmddiddanMyrddinaThaliesin'(マーリンとクリエシンの対話)と

いう詩にはimuan:thauant(5,6)とkyulauan:Wnaethant(19,20)という押

親が見られ,3人称櫨数語尾のtが発音されなかったことを示している。

181ライズン云々,プライズンはbleidd(狼),ハズンはhydd(鹿),パフドゥン

はhwch(猪)から来る。語尾の-dwnはアイルランド語のdonn(高貴な),また

はAnnwn(53頁に既出)のdwn(世界)と同根と見られているが,恐らく前者。

また「猛き」と訳したHirは「長身の」の意であるが,英語のtallにbraveの意

味があり,日本語の「猛き」も「高き」から来るので,そのように解した。なおこの

三行詩は後出の四行詩と同じく,各行7音節で,一種のエングリンと見られる。
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19アランロドAr(i)anrodは「銀の輪」を意味する。そしてCaerArianrod(A.の

砦)といえば北かんむり座(CoronaBorealis),また銀河を拇す。ちなみにCaer

Wydion(グイディオンの砦)も銀河,そしてCaerD6nとはカシオペイア座を指す。

20-枚の縞cf・プラデリが生まれたばかりで神隠しにあい,タイルノンの家で発見

されるところ。「見よ,一枚の絹でまわりをくるんでむつきをつけた小さな子が」

(llymauabbychanynygorn,gueditroillenobaliynygylch)

21ゴヴアンノンこれもD6nの子の1人であり,アイルランドの鍛治の神Goibniu

に対応する。ウェイルズの鍛冶屋はgof<gofannであり,Gofannonは指大辞ron

を付したものであろう。Cf.Teirnon(=GreatLord),Rhiannon(=GreatQueen).

22三番目の不運な打撃「3つの不運な打撃の1つ」を意味するウェイルズ語の表現

法。ただしこれに関するtrioedd(三題歌)は現存しない。

23bych&n&l掩tha=0の例はtruanabeth(awretchedofathing)のような表

現に限られる。

24yharg&nuOt原本およびI.W.arganuot.しかしここでもy=euのはずである。

25I-1ewLhwGyJres(巧みな手の金髪児)Llewは「ライオン」であるが,古写本

によくあるようにW=uでLleu(光)である。ここでは金髪に言及しているが,本

来は光と技術の神であって,ケルトのアポロン神と呼ばれるアイルランドのLugh

LAmhfada(長い手のルフ)に対応する。ラテン語Iuc-emおよびギリシャ語最ズーリ09

参照。またlAmh〔1豆:V〕はllawと同根で英語のpalm,ギリシャ語の花a最fLヮに対

応する。(ウェイルズ語の11はpal>Ⅲ.)

26uYy原本もI・W.もhwyであるが`they'では意味が通じない。

27黄金靴匠の三人目次の三題歌が伝わっている(番号54)

ブリテン島の三大黄金靴匠とは:

フリール(女の名)を求めてローマ(ゴールのこと)まで旅したときのべリの子カ

スワログ(またはカスワロン),ダヴェドに魔法がかけられたときのリーズ(リー

ル?)の子マナワザン,母親アランロドから名前と武器をグイディオンと共に求め

ていたときのライ・ラウ・ガフェス

(TrieurgryddYnysBrydain:

Casswallawcuabbelipanaethygeissaw負urhytynruuein.Amanawydanuab

lludpanuuhutardyuet・Allewllawgy庁espanuuefagwydyonynkeissaw

enwacarueuyganaranrotyuam.)

ただしここでは3人目がゲイディオンでなくてライになっている。
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2811ynghes勿論女性名詞だが,エヴァンズとトマスの辞書で男性になっているのは

間違い。

29当時行なった洗礼W・M.col.32にも0'rbedydawneityna(その頃行なわれた

洗礼で)とある。異教時代の物語で洗礼の習慣はなかったはずだが,命名のために必

要と考えられたのであろう。しかしライだけは洗礼を受けない。マースは必ず洗礼を

授けるが,グイディオンは授けようとしないようである。

30Blodeued「花」の単数形はblodynだが,blodeu(i.e.-au)はその複数形。-ed

(i.e.-edd)は更に複数語尾を重ねたものである。しかし途中からBlodeuwedと

綴られWed<gwed(i.e.gwedd,顔かたち)と結びつけられる。

31最もよい郡「峨々たる山地として,これから一人前になる首長の力を試し,鍛える」

(ロイド)のに最適だから。

32ulirLgiaWジョ,ンズらの訳でSlay(殺す)となっているのは負ay(皮をはぐ)の

誤植だろう。

33canyscAnysと読めば,`since',Cangsと読めばCan-ny-S(=Since-nOトit)だが,

後者を選ぶ。

34その日のうちに直訳「その夜に」。1日は夜から始まり,夜で数えたから。

Cf.カエサル『ガリア戦記』Ⅵ,18。

GalliseomnesabDitepatreprognatospraedicantidqueabdruidibusprodi-

tumdicunt.Obeamcausamspatiaomnistemporisnonnumerodierumsed

noctium丘niunt.

(ガリア人はみな自分らが始祖なる冥神ディースの子孫であると称し,これはま

たドルイド僧の伝える所であるという。そのゆえにすべての時間の区切りを日の数

ではなく夜の数によってする。)

またタキトゥス『ゲルマニア』11,

necdierumnumerum,utnOS,Sednoctiumcomputant,Sicconstituunt,Sic

COndicunt.

(彼らゲルマン人はわれわれローマ人のように日数によってではなく,夜の数に

よって数える。彼らはそれに従って決定し,それに従って布告する。)

これらの名残りは英語のSe'ennight(1週間),fortnight(2週間)に見られ,ウェ

イルズ語でも1週間をWythnos(8夜)という。またユダヤ人も1日を日没から数え

る。Cf.創世記I,3-5

神光あれと言たまひければ光ありき。神光を善(よし)と観たまへり。神光と暗
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(やみ)とを分ちたまへり。神光を昼と名け暗を夜と名けたまへり。夕あり朝あ旦_き,

是首(はじめ)の日なり。

35ト・徒歩でも殺されない。」「また地上でも殺されず,水中でも殺されない」(ny

elliruylladarydayar,nyelliryndwuyr)とでも続くところ。

36yh&nuOneSanuOneS=anfonoddがaspirateLたのはy=y+yであって,代名

詞y(=ei)を内蔵するparticleだから。yが指すymadrawdは男性単数にも拘わ

らず動詞をaspirateさせるのは,yが属格でなくて対格だから。Cf.W.G.p・279・

p.44のyhegyr(<agor)も同様の例。

37沐浴したゲスト夫人は`anointedhimself'と訳した。名詞ennaint(塗池)に

「入浴」の古義があるように,ここでの原語`ymneinaw'も`eneinio'(塗池する)と

同じ語で,その再帰形である。グレイヴズは「塗油」説によって王の即位式と歳神

(Year-God)の犠牲の儀式をここに見ている。ある意味でライは太陽神であり,グ

ロヌはそれに敵対する冥界の力としてアラウン=ブイル=プラデリにつながる。ブイ

ルがアラウンに代って殺したハヴガン(Hafgan)はその名も「輝く夏」であった。

(haf=Summer,Can=White,Candidus)またプロダイエズも「太陽を裏切る」(twyll-

huan)ものとなったがゆえに昼の世界を追われて,「ふくろう」(tynuan)と呼ばれた

という。

381堆豚グレイヴズはアランロドの変身をこの豚において見る。それは魔女ケリドゥ

ェンと,グイオン・バーハ(詩人クリエシンの前世の姿)との関係の反復である。

39(とある木の蔭で)文末に`ydanbrenn'と補った。

40D&r&dyf・・・以下3つのエングリンは難物である。dAr(=derwen)「榔」はそ

の花がプロダイエズを造るのに用いられたことが指摘されるが,それ以上にグイディ

オン,ライにまつわる異教的,ドルイッド(derwydd)的雰囲気を喚び起こすのでは

ないか。

411ennここでは男性名詞だから「湖」(llyn)ではなくて「谷」(glyn)の意味だと

ロートは言う。「湖」はW・M.col.51では女性扱いである。すなわち

Ydeulygatefopopparthydrwynywyd呵′b,nnObopparthy'reskeir.

(尾根の両側の二つの湖とは彼の鼻の両側の二つの彼の眼なのです。)

しかし中世では性がグイディオンとギルヴァイスイのように流動的であった。現代で

はアイルランド語のlinnは女性に,ウェイルズ語のllynは男性に落着いた。そし

てglynも男性であるので,ロpトのように無理をして(2行目のaglennはac

lennと見る)入れ替えることは意味がない。
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42gerduwrychgor=OVer,du=darkだがwrychをロートはgwrych(twigs,foam)

と解し,ウェイルズの学者はbrych(SpeCk,SPeCkled)と取る。1.W.は「古い正字法

ではWはfと読む方がよい」と言い,G.P.C.もそれに従ってgorddufrych=gloomy,

Verydarkとしている。しかしロrトのgordduwrych=SOmbresetagiteの方が意

味が豊かである。

430ulodeuI.lewLlewは前行末のeu(<gau)と押韻するので〔13i〕と読むべ

きことが明らかとなる。ロートとダリフィズは原本の0ulodeuをailodeuまたは

Oilodeu(=membres,1imbs)と解している。しかしParlyW=ymae(itisthat…)

ではあるが,Pan=Whenの原義はWhenceでありpanyw=itisfrom・・・that・・・が

本来であるのでOulodeuLlewごfromtheflowersofLleuとなって,ライの死の

原因としてのプロダイエズ自身を指すことになる。

44uaeSここでは2音節で3,4行のborthes,Gy庁esと押韻する。2行目はblank

だがコラブ下しているからである。事実このままでは各行の音節数が7-6-8-7

となって揃わない。しかしなるべくこのままで解釈を通そうとしたのはガンツであっ

てtawdを名詞`dripping'と解し,それに「腐敗」の意味合いを与えて「雨も腐敗もそ

れを浸きぬ」とした。また,ロートはmwytawd(more十melts)をrnwytawd(=a

amolli)としたが,mWytho(=Pamper,fondle)の用法としては無理がある。(また

アオリスト3人称単数の語尾-aWdは1400年頃をさかいに-WySにとって代るが,

物語の最も古い層に属すると思われるエングリンの中ではどうか。)ゲスト夫人が

drenchedと解したのはmwydo(=SteeP,SOak)のアオリストmwydawdと見たた

めであろう。I.W.もsteepと解しているが,これはtawd<toddi(=SOIve,melt)の

意味の拡張としてであり,根拠が異なる。最もすっきりしているのは行の終わりに

tes(=heat,SunShine)を補うことで,ジョpンズらが採用している。こうすれば音

節数が7に揃い,押韻もうまく行き,ついでにtawd:teSという頭意も一段と本当

らしさを添える。I.W.の説は最も入念であってnawの代りにnawes(=rheum,

putrefaction)という単語のウェイルズ語での存在をブルターニュ語の文献の古注に

ある`naues'なる珍しい語から仮定する。そして`Nisgwlychglaw,mWytaWdna-

WeS'(雨はそれを濡らさず,むしろ腐敗がそれを浸す)と解する。意味上中々魅力的

であって,以後の多くの訳者が採るところだが,私としてはジョーンズらにくみする。

しかし3行目の解釈ではジョーンズよりLW.にくみしたい。というのは次の語の解

釈をめぐってである。

458mgerdl技術,特技。2力,強さ。3怒り,情熱。4熱。5蒸気。以上のように
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意味の定まらぬ語をこの文脈ではどう捉えるか。(1)の意味はCerdd(技術,詩)から

来たものだが(2)への推移は英語のCraftとドイツ語のKraftを比べても分かる。し

かし最も早い訳者(ゲスト夫人とロート)はまるで(2)以下すべての意味をぶちまけた

かのように,「嵐」と解している。「180の嵐」とは「180年の風雪」に耐えてきた柵の

樹齢をいうのであろうか。tempeStはラテン語のtempus,tempOr-(時)から来てお

り,また同じ語から来たウェイルズ語がtymor(季節)であるので,そのように解せぬ

でもない。しかしangerdをジョーンズらやフォードのように「苦しみ」(hardships,

torments)と解するのも苦しいところである。恐らくpassionから「受難」への意

味の発展であろう。結局根本の意味である「技術」に帰るしかない。すると再びアイ

ルランドのルフ(Lugh)との同一性に着目することになる。光の神ルフはLAmhfada

(長い手の)と呼ばれたが,それはSamh-iold血laCh(多くの技に等しく通じた)と

も称される技術の神としてであり,大陸ケルトの間でLugusとして崇拝されたこの

神をすでにカエサルはローマのメルクリウスに比定してOmniuminventoremartium

(すべての技術の発明者)と呼んでいる(Ⅵ,17)そしてフランスのリオン(Lyon),

オランダのライデン(Leyden),そして多分イングランドの力pライル(Carlisle)

にその名を残している。従って「二十の技を(解の木が)はぐくんだ」と解すれば,

先に触れたように「雨にも炎暑にも侵されぬ(異教的)天国を表わす椀の梢」そこに

安らう死せるライを今またこの世に呼び返そうとするのであり,その時には20(や

180)の苦しみではなくて,「あまたの技」の神ライとしてinvokeされるのである。

しかし「技」と解したI.W.は「雨は僻を濡らさず,むしろ腐敗が浸す」としている

ので,天国的イメージどころか,実際に朽ちてゆくライの腐肉を歌っていて,そぐわ

ない。以上から一応テキストを次のように定めて訳しておく。

Daradyfynarduaes,

Nisgwlychglawnismwytawdtes.

Ugeinangerdaborthes.

YnyblaenLlewLlawGyffes.

するとこのエングリンはunodl(各行間韻)の7-7-7-7となる。

46medurymywetmedurはmodur(主)の誤記,ymyWetはmがinの誤記

でyinywetすなわちeinyfedとI・W・は解した。少しくfar-fetchedの感はあるが

ロpトも翻訳を断念した1行であるので,一応従っておく。nyfed(nemeton)=

sanctuaryで特にドルイド教の聖なる森(dlo・Og,nemuS)を指す語だが,ei-はy-

と同じく1やnで始まる語につきやすい。(本鳶でもyneuad,yniuerの例があっ

一60一



『マソヌイの子マース』対訳

た。またllun>eilun・意味は必ずしも変らない。)ただし普通なら語順はeinyfed

modurmirainとなるところが,古い形で属格や形容詞が先に立っている。

47ylley'th原本ylleith.I.W.はi'thとするが,ここでは`tothy'を意味す

るはずはないから,ith(=舛h)かy'thの意味であろう。しかし前者はⅣ.G.によ

れば接続詞panとkytの次に目的語として用いられるだけである(p.279)。恐ら

くこれらは子音で終わる接続詞なのでSyllabicな形が用いられるのだから,lleの次

には不適当である。とすると後者y'thと解すべきだが,関係詞yがiと書かれる

のは,同じく肝.G.p・119によると,15世紀以後の写本である。W.M.での例はyで

ある:

11eybyrywytygwyr(COl.432).

48sarhaetエヴァンズ・トマスの辞書では

sarhadinsult

*sarhaed丘neforinjury

として区別しているが,後者は前者の古形にすぎず,意味上の区別はない。例えば

W.M.col.46

Wynteuhunynperieuhatcassu,‥・yngWneuthursarahedu"L

(彼らの方では自らをにくまれ者にして数々の悪事をなし…)

49y'r原本およびI.W.はyのみ。冠詞を補う。

50Wyawyrda原本WygwyrdaI.W・もWyを離すだけだがwy(Oy)という間

投詞はいつもaを伴い,次の名詞を1eniteする。Cf.Oyawr(P.26)

51三番目の不忠の家臣団

ブリテン島の三大不忠の家臣団とは:

ライ・ラウ・ガフェスの毒槍を主人に代って受けることを拒んだグロヌ・ベビル

の家臣団。エダ・グリンガウル(巨人の膝のエダ)との合戦を翌日に控えてカイル

・グライに主君を置き去りにしたグルギとペレディルの家臣団。そして2人とも殺

された。そして3番目はカムラン(アーサー王最後の戦場)に赴く途中,ひそかに

主君を去ったアルラン・ヴェルガンの家臣団。それぞれの家臣団の人数は各2100名

であった。(三題歌。番号92)

Trianniweirteuluynysbrydein:

teulugoronwpeuyrobenlynaomedassanteuharglwydoerbyngwenwynwaew

yganlleullawgyffes.Atheulugwrgiaphereduraadawsanteuharglwydyg

kaergreuachyuoethacyrrnadvduntdrannoethacedaglingawr.Acyna
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yllaselldeu.Artrydydteuluarlanferganaymadawsantaceuharglwydyn

lledratyaryHordynmynetgamlan.riuedipobvnorteuluoedvnkanwra

rugeint(sic).

この最後の語句をロpトともあろう人が`centvingthommes'と訳しているのは

どういうことか。`uncannwrarhugain'とは1×100+20人ではなくて(1+20)

×100人である。ロートのテキストではunがなく,arがacになっていたのだろう

か。

52seuis(=Safodd)「赤本」による。I.W.はSeui(=Safai)として,アオリストの

代りの半過去(例:p.24berit=barwYd)と見なす。しかし原本ではSeuiの次に1

字あり,tらしく見える。Seuit=Se丘d(非人称半過去)。

53穴の貫いた石コ,ンワル半島のMorvah近郊にMen-an-tOl(=maen～y-tWll,

穴の石)と呼ばれる石があって,近年まではくる病を癒すために子供が穴をくぐり抜

けさせられたという。Crick-StOne(ひきつけの石)とも呼ばれる癒しの石であるが,

ここでは死の石となっている。本来この種の石は墓地の前に立てられて,生と死の通

い路とされたので,往還両様の意味が生じたのであろう。もっとも1934年にカンヴァ

イル川の河床から発掘された「グロヌの石」は人が通り抜けられる程ではない。
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